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13 第40号
合志市議会だより

12第40号
合志市議会だより

合志市立学校給食センター

元気の森で
健康づくり

合志庁舎平面図

西
合
志
庁
舎
を
移
転
し

　
合
志
庁
舎
へ
統
合
?!

坂
本
　
早
苗 

議
員

坂
本　

合
志
庁
舎
の
増
築
計
画
が
報
告
さ

れ
、
今
議
会
で
実
施
設
計
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
今
回
の
計
画
で
は
合
志
庁
舎
増

築
・
改
修
等
に
7
億
3
0
0
0
万
円
、
西

合
志
庁
舎
を
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
改
修

す
る
場
合
は
地
域
福
祉
基
金
4
億

7
0
0
0
万
円
の
中
か
ら
の
支
出
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
早
急
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
各
課
の
調
整
は
で
き
て
い
る
の
か
。

政
策
課
長
　
最
終
的
な
移
動
人
数
に
つ
い

て
は
調
整
を
行
っ
て
い
る
段
階
。
組
織
的

な
問
題
も
あ
り
調
整
を
し
て
い
る
。

坂
本
　
西
合
志
庁
舎
を
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
と
す
る
計
画
方
針
と
現
在
の
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い
館
」
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の
か
。

政
策
課
長
　
新
市
建
設
計
画
の
中
、
健
康

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
要
事
業
の
中
に

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。
西
合
志
庁
舎
の
有
効
活
用
と
し
て

考
え
て
い
き
た
い
。
詳
細
計
画
は
遅
れ
て

い
る
が
現
在
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
ふ
れ

あ
い
館
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
今
後

条
例
等
を
整
理
す
る
。

坂
本　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
こ

と
で
、
今
ま
で
実
施
さ
れ
て
き
た
合
志
庁

舎
、
西
合
志
庁
舎
、
ふ
れ
あ
い
館
、
須
屋

市
民
セ
ン
タ
ー
、
泉
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

の
5
カ
所
で
の
検
診
業
務
を
続
け
る
こ
と

は
で
き
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
今
後
の
課
題
と
い
う
こ

と
で
ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
考
え
て
い
る
。

坂
本　

合
志
庁
舎
、
西
合
志
庁
舎
窓
口
の

充
実
に
よ
り
須
屋
支
所
、
泉
ヶ
丘
支
所
の

役
割
に
つ
い
て
変
更
は
な
い
の
か
。

市
民
課
長　

両
支
所
と
も
今
ま
で
の
業
務

全
般
行
っ
て
い
く
が
、
な
る
べ
く
合
志
庁

舎
や
西
合
志
庁
舎
に
誘
導
す
る
手
立
て
も

考
え
て
い
る
。

早
急
な
計
画
に
問
題
は
な
い
の
か

支
所
の
業
務
は
変
わ
ら
な
い
の
か

西
合
志
庁
舎
を
ど
う
活
用
す
る
の
か

　

 　 自
宅
で
安
心
し
て

　
　
暮
ら
す
た
め
に
！

来
海
　
恵
子 

議
員

公
共
施
設
管
理
費
の

　
　
財
政
負
担
軽
減
を

澤
田
　
雄
二 

議
員

来
海
　
合
志
市
に
は
、
公
衆
浴
場
は
老
人

憩
の
家
・
み
ど
り
館
・
ユ
ー
パ
レ
ス
弁
天

が
あ
る
。
紙
お
む
つ
や
体
調
が
悪
い
方
が

入
浴
さ
れ
て
大
便
が
浮
か
ぶ
こ
と
も
あ
り
、

体
調
の
悪
い
方
を
拒
む
わ
け
に
も
い
か
ず
、

反
面
、
健
康
な
方
の
気
持
ち
や
衛
生
面
も

問
題
で
あ
る
。
市
の
課
題
と
し
て
、
対
策

を
考
え
る
べ
き
で
は
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
老
人
憩
の
家
の
浴
室

に
つ
い
て
は
、
大
浴
場
の
ほ
か
に
障
が
い

者
用
の
個
室
の
風
呂
が
2
部
屋
あ
る
。
お

む
つ
の
着
用
、
ま
た
脱
ふ
ん
な
ど
で
ト
ラ

ブ
ル
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
本
人
等
に
個

室
の
ほ
う
の
利
用
を
促
す
よ
う
に
管
理
人

に
指
導
し
て
い
る
。
も
ら
さ
れ
た
場
合
は
、

直
ち
に
お
湯
の
入
れ
替
え
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
る
。
浴
場
の
衛
生
管
理
は
大
変

重
要
な
の
で
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
一
人
が
抱
え
る
状
況

に
対
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
方
が

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
さ
れ
て
い
な

い
方
で
あ
れ
ば
、
そ
の
利
用
の
勧
奨
も
含

め
て
、
本
人
や
家
族
の
方
を
交
え
個
々
に

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

来
海
　
今
年
か
ら
介
護
保
険
に
よ
る
民
間

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、
要
支
援
の
方

は
お
風
呂
の
入
浴
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

母
を
介
護
し
て
風
呂
に
入
れ
る
こ
と
が
あ

る
が
、
と
て
も
大
変
で
あ
る
。
現
在
市
独

自
の
要
支
援
の
方
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
重
労
働
の
入
浴
介

助
だ
け
で
も
市
が
な
ん
ら
か
の
補
助
を
し

て
く
れ
れ
ば
家
族
の
方
々
も
助
か
る
と
思

う
。

高
齢
者
支
援
課
長
　
介
護
保
険
の
改
正
に

伴
い
、
要
支
援
１
と
2
の
方
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
と
訪
問
介
護
が
市
町
村
に
移
行
す
る

た
め
、
新
制
度
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

検
討
を
行
っ
て
い
る
。
高
い
ニ
ー
ズ
の
あ

る
入
浴
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
可
能
か
ど
う
か

も
含
め
て
検
討
し
て
い
る
。
単
価
に
つ
い

て
は
、
菊
池
圏
域
で
統
一
す
る
た
め
の
協

議
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
 　

澤
田
　
防
災
無
線
の
聞
こ
え
に
く
い
世
帯

の
防
災
メ
ー
ル
登
録
支
援
に
つ
い
て
。

総
務
課
長
　
生
涯
学
習
課
が
開
催
し
て
い

る
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
防
災

対
策
に
か
か
る
お
話
や
防
災
メ
ー
ル
登
録

手
順
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
。
多
く
の
方

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
生
涯
学

習
課
と
連
携
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

澤
田
　
正
午
の
時
報
放
送
が
必
要
な
地
域

と
必
要
で
な
い
地
域
に
分
け
て
運
用
す
る

こ
と
は
可
能
か
。

総
務
課
長
　
必
要
な
地
域
と
そ
う
で
な
い

地
域
に
分
け
て
運
用
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
2
回
ほ
ど
区
の
希
望

調
査
を
行
い
、
い
ず
れ
も
再
開
を
希
望
す

る
声
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。
平
成
28
年
１

月
の
区
長
会
で
意
向
確
認
を
行
う
。

澤
田
　
公
共
資
産
に
つ
い
て
、
建
物
管
理

は
一
元
管
理
か
。
ま
た
、
今
後
の
管
理
方

法
、
課
題
は
。

財
政
課
長
　
こ
れ
か
ら
大
量
の
更
新
時
期

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
等
の
全

体
を
把
握
し
、
長
期
的
視
点
を
も
っ
て
更

新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
く
た
め
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
公
共
施
設
の
管

理
に
つ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
へ
の

管
理
委
託
を
視
野
に
入
れ
た
一
元
管
理
を

行
っ
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
る
。

澤
田
　
長
期
的
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
、

公
民
連
携
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）、
民
間
資
金
活
用

（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
。

ま
ち
づ
く
り
対
策
室
長　

ま
ち
づ
く
り
対

策
室
で
は
内
閣
府
の「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に

関
す
る
支
援
事
業
」に
併
設
型
小
中
学
校

及
び
給
食
セ
ン
タ
ー
を
、都
市
計
画
課
で

は
国
土
交
通
省
の「
重
層
的
住
宅
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
支
援
事
業
・
公
営
住

宅
に
係
る
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導

入
新
事
業
」
に

応
募
し
選
定
さ

れ
て
い
る
。

　

内
容
を
精
査

し
、
公
民
連
携
、

民
間
資
金
の
活

用
実
現
に
向
け

た
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　

 　

議会報告会にご参加いただきありがとうございました

　平成27年11月28日（土）19時よりヴィーブル中央公民
館2階研修室にて、第３回目となる議会報告会を実施させ
て頂きました。60名という過去最高のご参加を賜り、議員
一同心より感謝とお礼を申し上げます。
　吉永議長のあいさつで始まり、議会運営、総務、文教経
済、健康福祉の各委員長から10分ずつ資料説明を行った
後、市民の方との質疑応答及び、たくさんの意見、要望を頂
き、大変有意義な報告会となりました。
　皆様から賜ったご意見等を真摯に受け止め、今後の議会
運営に活かしていきたいと考えますとともに、議会報告会
の内容につきましても更に改善できるよう努力して参りた
いと存じます。本年もどうぞ議会に対しましてのご理解と
ご協力をお願い申し上げます。
　市民の方のアンケート結果及び意見・要望等は、次ペー
ジのとおりです。


